訪問看護重要事項説明書
　　　　　　　　　　　　　　　

１　事業の目的及び運営の方針

（１）事業の目的
医療法人社団弘徳会が開設する訪問看護ステーション白河（以下「事業所」という。）が行う指定訪問看護及び指定介護予防訪問看護の事業（以下「事業」という。）の適正な運営を確保するために人員及び管理運営に関する事項を定め、事業所の看護職員、理学療法士、作業療法士又は言語聴覚士（以下「看護職員等」という。）が、要介護状態（介護予防にあっては要支援状態）であり、主治の医師が必要を認めた高齢者に対し、適正な訪問看護の提供を目的とします。

（2） 運営方針
指定訪問看護の提供に当たって、事業所の看護職員等は、要介護者の心身の特性を踏まえて、全体的な日常生活動作の維持、回復を図るとともに、生活の質の確保を重視した在宅療養が継続できるように支援します。
指定介護予防訪問看護の提供に当たって、事業所の看護職員等は、要支援者が可能な限りその居宅において、自立した日常生活を営むことができるよう、その療養生活を支援するとともに、利用者の心身の機能の維持回復を図り、もって利用者の生活機能の維持又は向上を目指すものとします。
事業の実施に当たっては、関係市町村、地域の保健・医療・福祉サービスとの綿密な連携を図り、総合的なサービスの提供に努めるものとします。


２　事業所の名称等
（１）利用者に対してのサービス提供を実施する事業所について
①　名  称　　訪問看護ステーション白河
②　所在地　　福島県西白河郡西郷村字下前田東3-3 サンライズ新白河A 1-B
③　連絡先　　TEL 0248-21-5996  FAX 0248-21-9377

（２）指定訪問看護サービスを提供する事業者について
　　①　名　称　　医療法人社団 弘徳会　理事長 菊地 章弘
　　②　所在地　　栃木県那須塩原市佐野2-19
　　③　連絡先　　TEL 0287-73-5511　FAX 0287-73-5515

３　職員の職種、員数及び職務の内容職
1 管理者 ： 看護師若しくは保健師　1名
管理者は、事業所の従業者を指揮・監督し、適切な事業の運営が行われるように統括します。但し、業務上支障がない場合は、事業所の他の職務に従事し、又は同一敷地内にある他の事業所の職務に従事することができるものとします。
2 看護職員 ： 保健師、看護師又は准看護師　常勤換算2.5名以上（内、常勤1名以上）
　　　看護職員は、訪問看護計画書及び訪問看護報告書（介護予防訪問看護計画書及び介
護予防訪問看護報告書）を作成し（准看護師を除く）、訪問看護を担当します。
3 理学療法士・作業療法士又は言語聴覚士 ： 適当数
看護業務の一環としてのリハビリテーションを担当します。


４　営業日及び営業時間
①　営業日　平日 9:00～18:00
　　　　　　休業日 土・日・祝日・年末年始（12月29日～1月3日）※緊急時を除く
②　営業時間　午前9時00分から午後6時00分まで　※緊急時を除く
③　電話等により、24時間常時連絡が可能な体制とします。


５　訪問看護の提供方法及び内容
（１）提供方法
主治医の指示書に基づき、訪問看護計画書に沿って看護師等が具体的な看護・健康相談・指導を行います。

（２）内容
①　病状・障害の観察
②　清拭・洗髪等による清潔の保持
③　食事および排泄等日常生活の世話
④　床ずれの予防・処置
⑤　リハビリテーション
⑥　ターミナルケア
⑦　認知症患者の看護
⑧　療養生活や介護方法の指導
⑨　カテーテル等の管理
⑩　その他医師の指示による医療処置

（３）理学療法士等による訪問看護
理学療法士、作業療法士、言語聴覚士による訪問看護は、看護業務の一環としてのリハビリテーションを中心とした内容となります。


６　利用料金等
　①　事業を提供した場合の利用料の額は、厚生労働大臣が定める基準によるものとし、当該事業が法定代理受領サービスであるときには、介護報酬告示上の額に各利用者の介護保険負担割合証に記載された負担割合を乗じた額とします。
②　通常の実施地域を越えて行う事業に要した交通費は、その実施地域を越えた地点から自宅までの交通費の実費を徴収します。なお、自動車を使用した場合の交通費は、次の額を徴収します。
・通常の実施地域を越えた地点から、1キロメートル毎（片道）に100円（税抜）徴
　　　　収します。ただし、特定の加算に関連し、交通費が発生しない場合もございます。
・死後の処置料は、20,000円（税抜）とします。
・前二項の費用支払いを受ける場合には、利用者又はその家族に対して事前に説明を行うものとします。


７　通常の事業の実施地域
　通常の事業の実施地域は、西郷村・白河市・泉崎村・矢吹町の区域とします。


８　サービスの内容に関する相談・苦情窓口
  利用者又は、その家族等から相談・苦情があった場合は、円滑・迅速な対応を行います。
（１）苦情処理の体制
　　　提供した訪問看護に係る利用者及びその家族等からの相談及び苦情を受け付けるた
　　めの窓口を設置します。（下表に記す【事業所の窓口】のとおり）

	【事業所の窓口】
　訪問看護ステーション白河
　担当　佐藤 圭一
	電話番号　0248-21-5996
受付時間　午前9:00～午後18:00
(土日祝・年末年始除く ※緊急時を除く)


	【市町村（保険者）の窓口】

　西郷村　健康推進課　　　　
	電話番号　0248-25-1111

受付時間　午前8:30～午後17:15 (平日)

	【公的団体の窓口】
　福島県国民健康保険団体連合会　介護サービス・苦情相談窓口
	電話番号　024-528-0040

受付時間　午前9:00～午後17:00 (平日)


（２）苦情が発生した後の事業所対応
①  県市長村、関係機関等からの指導や助言を受けた場合、必要な改善を行います。
②　苦情内容、対応措置を検討し、再発防止に努めます。
③　苦情処理記録票を作成し整備します。
④  職員の資質向上のため研修を行います。


９　緊急時の対応
　　看護職員等は、訪問看護を実施中に、利用者の病状に急変、その他緊急事態が生じたときは、必要な措置を講じるとともに、利用者が予め指定する連絡先にも連絡します。

	[bookmark: _Hlk193387323][bookmark: _Hlk193370107]【家族等緊急連絡先】
	氏　   　名　　　　　　　　　　（続柄　　　　）
電 話 番 号
携 帯 電 話

	【主治医】
	医療機関名　　
氏    　 名　
電 話 番 号　 




１１　事故発生時の対応方法にいついて
利用者に対する指定訪問看護の提供により事故が発生した場合は、市町村、利用者の家族、利用者に係る居宅介護支援事業者等に連絡を行うとともに、必要な措置を講じます。
　　また、利用者に対する指定訪問看護の提供により賠償すべき事故が発生した場合は、損
害賠償を速やかに行います。


１２　災害発生時の対応
　　災害発生時は、その規模や被害時状況により通常の業務を行えない可能性があります。
災害時の情報、被害状況を把握し安全を確保したうえで、利用者の安否確認や支援、主
治医や関係機関との連携、必要時の訪問を行います。


１３　虐待の防止について
事業者は、利用者等の人権の擁護・虐待の防止等のために、次に掲げるとおり必要な措置を講じます。
（１） 虐待防止に関する責任者を選定しています。
	虐待防止に関する責任者
	管理者　佐藤 圭一



（２）	成年後見制度の利用を支援します。
（３） 苦情解決体制を整備しています。
（４）	従業者に対する虐待防止を啓発･普及するための研修を実施しています。
（５）	サービス提供中に、当該事業所従業者又は養護者（利用者の家族等高齢者を現に養護する者）による虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合は、速やかに、これを市町村等関係機関に通報します。


１４　秘密の保持と個人情報の保護について
（1） 利用者及びその家族に関する秘密の保持について
1 事業者は、利用者又はその家族の個人情報について「個人情報の保護に関する法律」及び厚生労働省が策定した「医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取扱いのためのガイダンス」を遵守し、適切な取り扱いに努めるものとします。
2 事業者及び事業者の使用する者（以下「従業者」という。）は、サービス提供をする上で知り得た利用者又はその家族の秘密を正当な理由なく、第三者に漏らしません。また、この秘密を保持する義務は、サービス提供契約が終了した後においても継続します。
3 事業者は、従業者に、業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持させるため、従業者である期間及び従業者でなくなった後においても、その秘密を保持するべき旨を、従業者との雇用契約の内容とします。
（2） 個人情報の保護について
1 事業者は、利用者から予め文書で同意を得ない限り、サービス担当者会議等において、利用者の個人情報を用いません。また、利用者の家族の個人情報についても、予め同意を得ない限り、サービス担当者会議等で利用者の家族の個人情報を用いません。
2 事業者は、利用者又はその家族に関する個人情報が含まれる記録物（紙によるものの他、電磁的記録を含む。）については、善良な管理者の注意をもって管理し、また処分の際にも第三者への漏洩を防止するものとします。
3 事業者が管理する情報については、利用者の求めに応じてその内容を開示することとし、開示の結果、情報の訂正、追加または削除を求められた場合は、遅滞なく調査を行い、利用目的の達成に必要な範囲内で訂正等を行うものとします。（開示に際して複写料などが必要な場合は利用者の負担となります。）

１１　心身の状況の把握
指定訪問看護の提供にあたっては、サービス担当者会議等を通じて、利用者の心身の状況、その置かれている環境、他の保健医療サービス又は福祉サービスの利用状況等の把握に努めるものとします。


１２　衛生管理等
1  看護職員の清潔の保持及び健康状態について、必要な管理を行います。
2  指定訪問看護事業所の設備及び備品等について、衛生的な管理に努めます。


１３　カスタマーハラスメントへの対応
当事業所では、すべての利用者様に安心して介護サービスをご利用いただくとともに、職員が安全で働きやすい環境を確保することを大切にしています。そのため、利用者様又はご家族等からの言動のうち、社会通念上相当な範囲を超え、職員の就業環境を害するおそれのある行為については、カスタマーハラスメントに該当する場合があります。
具体的には、次のような行為が該当することがあります。
・大声での叱責や威圧的な言動
・人格を否定する発言や差別的な言動
・業務の範囲を超えた過度な要求
・長時間にわたる執拗な要望やクレーム
これらの行為が認められた場合には、複数名での対応や、サービス提供方法の見直しについて、ご相談させていただくことがあります。
なお、介護サービスに関する正当なご意見・ご要望・苦情につきましては、これまでどおり誠意をもって対応いたしますので、遠慮なくお申し出ください。


